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学       　　　　部 募集人員 受入学生数（目安） 志願者数 倍　　率
（参考） 前 年 度 最 終
募集人員 志願者数 倍  率
総 合 人 間 学 部
前   期 115人 518人 4.5 120人 412人 3.4
文 系 62 283 4.6 65 231 3.6
理 系 53 235 4.4 55 181 3.3
文  学  部 前   期 210 614 2.9 220 617 2.8
教 育 学 部
前   期 54 183 3.4 60 195 3.3
文 系 44 144 3.3 50 148 3.0
理 系 10 39 3.9 10 47 4.7
法  学  部
前   期 300 821 2.7 320 746 2.3
後期（特色入試） 20 324 16.2
経 済 学 部
前   期 205 610 3.0 205 549 2.7
文 系 180 478 2.7 180 424 2.4
理 系 25 132 5.3 25 125 5.0
理  学  部 前   期 306 845 2.8 311 861 2.8
医  学  部 前   期 229 621 2.7 250 677 2.7
医 学 科 前   期 102 330 3.2 107 328 3.1
人間健康科学科 前   期 127 291 2.3 143 349 2.4
看 護 学 専 攻 前   期 60 137 2.3 70 167 2.4
検査技術科学専攻 前   期 37 87 2.4 37 104 2.8
理学療法学専攻 前   期 15 41 2.7 18 39 2.2
作業療法学専攻 前   期 15 26 1.7 18 39 2.2
薬  学  部 前   期 77 218 2.8 80 201 2.5
薬 科 学 科 前   期 47 132 2.8 50 111 2.2
薬 学 科 前   期 30 86 2.9 30 90 3.0
工 学 部（注４） 前   期 945 2732 2.9 955 2760 2.9
地 球 工 学 科 前   期 182 342 1.9 185 409 2.2
建 築 学 科 前   期 80 312 3.9 80 276 3.5
物 理 工 学 科 前   期 235 822 3.5 235 796 3.4
電気電子工学科 前   期 125 359 2.9 130 377 2.9
情 報 学 科 前   期 88 339 3.9 90 321 3.6
工 業 化 学 科 前   期 235 558 2.4 235 581 2.5
農  学  部 前   期 297 867 2.9 300 923 3.1
前　 期　 合　 計 2738 8029 2.9 2821 7941 2.8
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教 育 学 研 究 科 子　安　 　生 教育科学専攻教育認知心理学講座 認知発達過程の心理学的研究
〃 松　木　邦　裕 附属臨床教育実践研究センター 臨床精神分析学・対象関係論での転移に関する研究Bion, Wの精神分析理論の解明と臨床応用






〃 西　村　いくこ 生物科学専攻分子植物科学講座 植物の細胞内膜系の動態と機能に関する研究
〃 井　上　　　敬 生物科学専攻分子植物科学講座 細胞性粘菌の形態形成および細胞間相互作用の研究
医 学 研 究 科 藤　田　　　潤 医学専攻遺伝医学講座分子病診療学
温度ストレスの医学・生物学的意義に関する研究　
癌の分子医学的研究

















〃 岸　　　和　郎 建築学専攻建築設計学講座 建築設計，都市・建築空間の形態分析
〃 青　木　一　生 機械理工学専攻流体理工学講座 分子気体力学の研究
























〃 佐久間　正　幸 応用生物科学専攻植物保護科学講座 昆虫の化学定位行動の行動生理学的研究
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農 学 研 究 科 北　川　政　幸 附属牧場 環境調和型肉用牛飼養に関する研究
人 間・ 環 境 学





〃 高　橋　由　典 共生人間学専攻人間社会論講座 体験選択を鍵概念とする社会的行為論の研究
〃 石　田　明　文 共生人間学専攻思想文化論講座 ドイツ近現代思想史
〃 篠　原　資　明 共生人間学専攻思想文化論講座 芸術に関する哲学的研究
〃 森　谷　敏　夫 共生人間学専攻認知・行動科学講座 運動医科学，応用生理学に関する研究

















〃 梶　　　茂　樹 アフリカ地域研究専攻民族共生論講座 アフリカ諸語に関する記述言語学的研究
情 報 学 研 究 科 岩　間　一　雄 通信情報システム専攻コンピュータ工学講座 アルゴリズムの設計と解析及び計算量理論に関する研究
経営管理研究部 川　北　英　隆 経営管理講座 証券投資（株式，債券，証券化商品）に関する研究証券市場（投資家，仲介機関等）に関する研究
〃 曵　野　　　孝 経営管理講座 現代企業の長期成長パターンの国際比較研究
化 学 研 究 所 畑　　　安　雄 附属先端ビームナノ科学センター
タンパク質の立体構造と機能・物性の関係解明に関する構
造生物学的研究
人文科学研究所 水　野　直　樹 文化連関研究部門 植民地期朝鮮の支配政策と朝鮮社会の対応に関する研究
生 存 圏 研 究 所 田　中　文　男 生存圏開発創成研究系 糖鎖工学並びに機能性多糖の分子設計に関する研究
防 災 研 究 所 田　中　仁　史 地震災害研究部門 鉄筋コンクリート構造の耐震設計・耐津波設計に関する研究
経 済 研 究 所 有　賀　　　健 経済戦略研究部門 労働経済学
数理解析研究所 森　　　重　文 基礎数理研究部門 高次元代数多様体の双有理幾何に関する研究
原 子 炉 実 験 所 森　　　義　治 原子力基礎工学研究部門 加速器物理学に関する研究 
〃 今　中　哲　二 原子力基礎工学研究部門 原子力災害にともなう放射能汚染，被曝評価に関する研究広島・長崎原爆による放射線被曝評価に関する研究
〃 福　永　俊　晴 粒子線基礎物性研究部門 中性子散乱を使った材料の構造に関する研究
霊 長 類 研 究 所 毛　利　俊　雄 進化系統研究部門進化形態分野 霊長類の頭蓋骨に関する研究
〃 松　沢　哲　郎 認知科学研究部門思考言語分野 比較認知科学の研究
東南アジア研究所 松　林　公　蔵 人間生態相関研究部門 地域在住高齢者のヘルスケアー・デザインに関するフィールド医学的研究：本邦とアジアに関する国際比較研究
こ こ ろ の 未 来









国際高等教育院 池　田　聖　子 英語教室 英語コミュニケーションの実践を基本テーマに，討論・交渉・プレゼン・ディベート等の指導法に関する研究
国 際 交 流 推 進

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































Series on Asian Studiesなどへのテーマ毎の編著と
しての投稿や，英文学術誌Southeast Asian Studies
での発表を進めていく予定である。
 （東南アジア研究所）
このたび，湊　長博 
理事・副学長が第13回
佐川特別賞を受賞し，
平成27年12月５日（土）
にホテルグランヴィア
京都において授賞式が
開催された。
佐川特別賞はがんの
研究に顕著な功績を挙
げ，かつ今後の発展が期待される者に対し送られる
賞であり，今年度は湊理事・副学長と坂元亨宇 慶
應義塾大学医学部教授の２名に贈られた。湊理事・
副学長の受賞理由は「ガンに対する免疫応答機構の
解明とガン免疫療法の開発」で，この研究により，
がんの新規かつ有効な治療法の進展に寄与したこと
によるものである。
 （総務部（総務課））
湊　長博 理事・副学長が第１３回佐川特別賞を受賞
国際会議SEASIA ２０１５を開催
左からスピーチを行う福田元総理，基調講演を行うWang教授，
Pasuk教授，スピーチを行う下山国際交流基金部長，
挨拶を述べる山極総長 会場の様子
贈呈されたブロンズ像「希望」と
湊理事・副学長
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清永敬次先生は，12月16日
に逝去された。享年84。
先生は，昭和28年京都大学
法学部を卒業された後，同大
学院法学研究科を経て，同33
年京都大学法学部助教授に採
用され，同45年同教授に昇任
された。平成７年，停年により退官され，京都大学
名誉教授の称号を受けられた。この間，昭和56年４
月より同58年４月まで，京都大学評議員として，学
内行政に尽力された。本学退官後は，平成14年まで，
近畿大学法学部教授を務められた。
先生は，京都大学法学部の租税法講座を専ら担任
する初めての教授として，租税法全般にわたる研究
をされ，租税法学の学問としての確立と発展のため
に尽くされた。また，一貫して租税回避に関する研
究を進められ，学界に多大な影響を与え続けられた。
その研究成果により，平成７年には，京都大学博士
（法学）の学位を取得された。学外においては，政府
税制調査会特別委員，国税庁税理士審査会懲戒審査
委員，国税審議会懲戒審査委員，大阪府地方税財政
制度研究会委員などを歴任され，日本税法学会理事
長，租税法学会理事を務められるなど，わが国の租
税財政制度および学界の発展に大きく寄与された。
これらの功績により，平成23年春に，瑞宝中綬章を
受けられた。
 （大学院法学研究科）
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 名誉教授が逝去されました。ここに謹んで哀悼の意を表します。
以下に両氏の略歴，業績等を紹介します。
清永　敬次　名誉教授
早石　修 先生は，12月17日
に逝去された。享年95。
先生は，昭和17年９月に大
阪帝国大学医学部を卒業後，
大阪帝国大学医学部副手，助
手を経て，同29年12月から米
国国立健康研究所毒物学部長
を務められた。またその間，
同24年７月には大阪大学にて医学博士を取得された。
同33年３月に京都大学教授に就任され，同58年４月
に京都大学を停年退官されるまで25年間にわたり医
学部医化学教室第一講座を担当された。加えて，同
54年12月から同56年12月まで京都大学評議員，医学
部長の要職を歴任され，本学の運営に尽力された。
退官後は大阪医科大学長を経て，同62年７月から平
成10年９月まで財団法人大阪バイオサイエンス研究
所長に就任，同16年４月より同研究所理事長を務め
られた。
先生は，永年にわたり生化学，特に酵素学の領域
で極めて顕著な業績を挙げられた。その中でも酸素
添加酵素の発見は，1920年代以来の生体酸化の脱水
素説をくつがえす生化学の歴史上画期的な研究であ
り，「生体における酸素の活性化及び活性酸素」の概
念を打ち立てた特筆されるべきものである。この発
見に続くトリプトファン代謝経路の研究，NADに
よるADP-リボシル化及びポリADP-リボシル化反応
の研究から先生の最後の大仕事であるプロスタグラ
ンジンの生合成と生理活性を通した睡眠の生理機構
の研究に至るまで，生化学の王道を常に歩まれた。
同時に先生は後進の指導や学生の教育にも心血を
注がれ，「早石道場」と呼ばれたランチセミナーでの
徹底的な討論をはじめとする厳しい指導から，世界
的に著名な生化学・分子生物学者が多数輩出された。
先生の研究や教育の業績は国内外で極めて高く評
価され，昭和42年５月日本学士院賞，同50年６月藤
原賞，同54年５月スペインヒメネズ・ディアズ賞，
同61年イスラエルウルフ基金賞等多数の権威ある賞
を受賞された。さらに酸素添加酵素の発見と研究に
対し，同47年11月に文化勲章を，平成５年５月に勲
一等瑞宝章を受章された。
また先生は，昭和43年度日本生化学会長，同48年
から同51年まで国際生化学連合総裁，同56年から同
58年までアジア・オセアニア生化学連合総裁を歴任
し，加えて日本学士院会員，アメリカ合衆国国立科
学アカデミー外国人会員，ドイツ学士院会員等とし
て活躍された。
私人としての先生は，ゴルフと美食をこよなく愛
するおしゃれな紳士であった。殊に食に関しては，
最高の料理やブルゴーニュの赤ワインを楽しまれる
だけでなく，食の歴史や文化に対して専門家を凌ぐ
ほどの深い知識と見識をお持ちであった。
なお，偲ぶ会は平成28年６月18日（土）15時30分か
ら百周年時計台記念館で開催される予定である。
 （大学院医学研究科）
早石　修　名誉教授
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